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項と項の比が等 しい数列を等比数列といいます 等比数列の項類 の比を公比と言し
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タ【例】 初項 αl=2,公 比 ″=3で ある等比数列 {α″}について

(1)第 5項 α5を求めよ lよ
-1ヽ

初項 αlか ら第 5項 α5ま で,間隔が 5-1=4個 あるので,初項 αlに 公比 ″を 4回かければよく,

α5=α lγ
5-1=2・ 34==162

S5=2+6+18+54+162=2+2・ 3+2・ 32+2・ 33+2・ 35          ]ξ
11111_3]∬ :。

S5=2+2・ 3+2.32_

一般的な等比数列の公式は次の通りです 上で紹介した具体例をそのまま一般化するだけです

考え方 とりあえず書き出してみて規則性を考えよう
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Pointく (初項 αl,公比 ″の等比数列の公式
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珍注 等差数列の時と同様,数列の公式は必ず言葉で憶えることが鉄貝」 声に出して,言葉で憶えよう

それでは 4STEP問題集の中から,ち ょっと考え

る代表的な問題を紹介 しよう

よって π=5 つまり末項 2は第 5項なので
,

時岬 =Ψ懃
剛 」 初項

“

a公比 :,末項 2の等比

数列の和を求めよ

考え方 初項,公比が分かっているので,あ とは

項数だけ分かれば OK つまり,末項 2が第何項目
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〔例 2】 α5=~48,α7=~192で ある等比 |

数列の初項と公比,一般項を求めよ      |
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|【例 3〕 初項 1,公比 3の等比数列で初めて

: 100よ り大きくなるのは第何項か また,少な

| くとも第何項 までの和 をとると 1000よ り大 き

| くなるか

① α″=1・ 3η
 l=3″ 1

したがって,3η
 l>100と なる最小の自然数 ″

を求めればよい αηはκについての増加関数なの

で,34=81,35=243よ り,3π
 l>100と なる

最小の自然数 πはπ-1=5よ りκ=6 よって

第 6項で初めて 100よ り大きくなる

ま島 =上響f≡要主=り
したがって, 111FttL >1000, っまり 3η >2001

となる最小の自然数 πを求めればよい 3η はπに

ついての増加関数なので,36=729,37=2187よ
り,3π >2001と なる最小のπはπ=7 よって第

7項 までの和が初めて 1000よ り大きくなる

●注 実際に不等式を解 くのではなく (て いうか ,

今回の場合はそもそも解けない),グラフの単調性

を利用 して具体的に数を当てはめて検証するので

す なお,も っと数が大きい場合 (例 えば和が 1億

を超えるとき, とか)は ,常用対数を利用して求め

ることもあります

考え方 第 3項 ぐらいまでの和なら,和の公式を

利用するとかえって分かりにくくなります 実際に

書き出したほうが賢明です

可澤褻
(D 初項から第 6項 までを書き出すと,

赫
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よって ″=-2 ① に代入して αl=1

【例 4】 初項から第 3項までの和が 3,第 4項

から第 6項 までの和が -24である等比数ダ」の

初項と公比を求めよ

【例 5】 数列 8,α ,み が等差数列で,数列

α,ら ,36が等比数列であるとき,α ,ら の値を

求めよ

考え方 等差中項,等比中項の考えを用います

Point

α,う ,0がこの順に等差数列

α,ι ,ο がこの1瞑に等比数列

⇔  2ι =α■ε

⇔  ら2=αε

理由は各自で考えよう 分からなければ質問に

①

数列 8,α ,う が等差数列なので,2α =8+ク

数列 α,み,36が等比数列なので,う
2=36α

以上より,(α,b)=(1,-6),(16,24)

考え方 最初の 2項を見れば,も し等差数列にな

るなら公差 4,等比数列になるなら公比 3で あるこ

とがわかります

①  もし等差数列なら公差 4なので,一般項は

αη=2+(η -1)・ 4=4π -2の =954と なる

7iは 4η -2=954よ りπ=239と 確かに存在す

る よって等差数列になることができる

また,も し等比数列なら公比 3な ので,一般項は

b″ =2・ 3π
 l 

場 =954と なるπは 2・ 3″
1=954

より 3η
 l=477 この式を満たす πは存在 しない

(35<477<36だ から)よ って等比数列になるこ

とはできない

|【例 6】 数列 {10g2αη}が初項 2,公差 -1の 1

1 等差数列であるとき,数列 {αη}は等比数列で 1

1 あることを証明せ よ            |

考え方 数列 {αη}力 等`比数列であることを証明

す御コ主「り =定畑であることを示Jぎ良
いのです 項と項の比が一定である数列が等比数列

だからです

0 数列 {10g2α″}が初項 2,公差 -1の等差

数列であるので
,

10g2απ=2+(π -1)(-1)

つまり,α″=2~π +3

したがって ,απ+1=
αη+1 _ 2~η+2 _ 1

απ    2~″+3 ~ 2
は等比数列である

=―κ+3 1[:ll:lェ
;。

2~(η
+1)+3=2~η +2な ので

,

=一定 よって数列 {αη}
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【例 6】 数列2,6,……,954,…… は,等

差数列になることができるか,等比数列になる

ことができるか
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